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招集ご通知

証券コード　3920
2023年11月27日

株　主　各　位
東京都中央区新川一丁目８番８号
ア イ ビ ー シ ー 株 式 会 社

代表取締役社長ＣＥＯ 加 藤 裕 之

・当社ウェブサイト　　https://www.ibc21.co.jp/

・ウェブサイト　　https://d.sokai.jp/3920/teiji/

東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第２１回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第２１回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知
申しあげます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提
供措置事項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェ
ブサイトに掲載しておりますので、以下のウェブサイトいずれかにアクセスのう
え、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「ＩＲ情報」「ＩＲライ
ブラリー」「株主総会関連資料」を順に選択いただき、ご確認ください。）

　また、電子提供措置事項は、上記ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東
証）のウェブサイトにも掲載しておりますので、以下よりご確認ください。

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「アイ
ビーシー」又は「コード」に当社証券コード「3920」を入力・検索し、「基本
情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招
集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）
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　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面（郵送）によって
議決権を行使することができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討
のうえ、以下に記載の方法に従って、２０２３年１２月１８日（月曜日）午後５
時４５分までに議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

［インターネットによる議決権行使の場合］
　当社指定の議決権行使ウェブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）にアクセ
スしていただき、本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙に表示さ
れた「議決権行使コード」及び「パスワード」をご利用のうえ、画面の案内にし
たがって、議案に対する賛否を上記の行使期限までにご入力ください。
　インターネットによる議決権行使に際しましては、後記の「インターネットに
よる議決権行使のご案内」をご確認くださいますようお願い申しあげます。

［書面（郵送）による議決権行使の場合］
　議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、上記の行使期限まで
に到着するようご返送ください。

敬  具
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１. 日 時 2023年12月19日（火曜日）午前10時
２. 場 所 東京都中央区新川一丁目8番8号　アクロス新川ビル　8階

アイビーシー株式会社　本社セミナールーム
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３. 目 的 事 項
報 告 事 項 １. 第21期（2022年10月1日から2023年9月30日まで）事

業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連
結計算書類監査結果報告の件

２. 第21期（2022年10月1日から2023年9月30日まで）計
算書類報告の件

決 議 事 項 第１号議案　剰余金処分の件
第２号議案　取締役７名選任の件
第３号議案　補欠監査役１名選任の件

４. 招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
⑴書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、各

議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお
取り扱いいたします。

⑵インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われ
た議決権行使を有効なものとしてお取り扱いいたします。

⑶インターネットと書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合
は、到着日時を問わず、インターネットによる議決権行使を有効なものと
してお取り扱いいたします。

⑷代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方１
名を代理人として株主総会にご出席いただけます。ただし、代理権を証明
する書面のご提出が必要となりますのでご了承ください。

⑸議決権の不統一行使をされる場合は、株主総会の日の３日前までに議決権
の不統一行使を行う旨とその理由を当社にご通知ください。

記

以　上
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------
◎ 当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くだ

さいますようお願い申しあげます。
◎ 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブ

サイトにおいて、その旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。
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＜インターネットによる議決権行使のお手続きについて＞

　インターネットにより議決権を行使される場合は、下記事項をご確認のうえ、
行使していただきますようお願い申し上げます。
　当日ご出席の場合は、郵送（議決権行使書）またはインターネットによる議決
権行使のお手続きはいずれも不要です。

記

１．議決権行使サイトについて
⑴ インターネットによる議決権行使は、パソコンまたはスマートフォンか

ら、当社の指定する議決権行使サイト（https://evote.tr .mufg.
jp/）にアクセスしていただくことによってのみ実施可能です。（ただ
し、毎日午前２時から午前４時30分までは取り扱いを休止します。）

⑵ パソコンまたはスマートフォンによる議決権行使は、インターネット接続
にファイアーウォール等を使用されている場合、アンチウイルスソフトを
設定されている場合、proxyサーバーをご利用の場合、TLS暗号化通信を
指定されていない場合等、株主様のインターネット利用環境によっては、
ご利用できない場合もございます。

⑶ インターネットによる議決権行使は、2023年12月18日（月曜日）の午
後５時45分まで受け付けいたしますが、お早めに行使していただき、ご
不明な点等がございましたらヘルプデスクへお問い合わせください。

２．インターネットによる議決権行使方法について
⑴ パソコンによる方法
・議決権行使サイト（https://evote.tr.mufg.jp/）において、議決権行使
書用紙に記載された「ログインID」及び「仮パスワード」をご利用いただ
き、画面の案内に従って賛否をご入力ください。

・株主様以外の第三者による不正アクセス（“なりすまし”）や議決権行使内
容の改ざんを防止するため、ご利用の株主様には、議決権行使サイト上で
「仮パスワード」の変更をお願いすることになりますのでご了承くださ
い。

⑵ スマートフォンによる方法
・議決権行使書用紙に記載の「ログイン用QRコード」をスマートフォンに
より読み取ることで、議決権行使サイトに自動的に接続し、議決権行使を
行うことが可能です。
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システム等に関するお問い合わせ
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部（ヘルプデスク）

・電話　0120－173－027（受付時間　９：00～21：00、通話料無料）

（「ログインID」及び「仮パスワード」の入力は不要です。）
・スマートフォン機種によりQRコードでのログインができない場合があり
ます。QRコードでのログインができない場合には、上記２．⑴　パソコ
ンによる方法にて議決権行使を行ってください。

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

３．議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用について
　議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料
金等）は、株主様のご負担となります。

４．議決権電子行使プラットフォームについて
　管理信託銀行等の名義株主様（常任代理人様を含みます。）につきましては、
㈱ICJが運営する議決権電子行使プラットフォームに利用を事前に申し込まれた
場合には、議決権行使にあたり、当該プラットフォームをご利用いただけます。

以　上
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事業の経過及びその成果

( 2022年10月１日から
2023年９月30日まで )

（添付書類）

事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況に関する事項
⑴　事業の経過及びその成果

　当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルスに係る行動制限の
解除を受けて社会活動が回復傾向の兆しが見え始めました。一方ロシアによるウ
クライナ侵攻の長期化や円高、中国の不良債権問題の悪化による不動産市場の低
迷等により、景気の先行きは依然として不透明な厳しい状況になりました。
企業においては、これまでの少子高齢化に伴う労働人口の減少や働き手ニーズの
多様化に加え、働く場所にとらわれない新しい働き方の定着、AIの急速な進展等
に伴い、業務プロセスの効率化や自動化等の推進によるデジタルトランスフォー
メーション（DX）や、さらには地球にやさしい環境を追究するグリーントラン
スフォーメーション（GX）がますます重要になってきています。
自動車や鉄道等の交通産業、金融機関、電力・ガス等のインフラ産業、自治体を
はじめとする公共機関など、すべての事業体でITを活用したトランスフォーメー
ションの重要性がさらに高まるとともに、セキュリティ対策が併せて最重要テー
マとなっております。
このような環境下で当社は、長年当社の製品をご利用いただいているお客様への
サービス拡充およびネットワークやセキュリティ対策のコンサルティングの強化
をおこない、さらにパートナー企業様との連携分野では自治体・教育委員会・大
学をはじめとしたお客様におけるITシステム管理強化支援も実施してきました。
特に当社の強みであるお客様の既存IT環境の見える化・安定化により、昨年から
本格的に提供している将来を見据えた最適なITインフラを構築するためのインテ
グレーションサービスも、数多くのお客様からご採用いただいております。
　また、「ITコストの最適化」「IT資産管理の効率化」に寄与する、自社開発の
ITシステム性能監視/情報管理ツール「System Answer シリーズ」の機能拡充
も図ってまいりました。具体的には、性能監視の分野と親和性の高い他社製品と
の連携機能を提供し、日ごろの監視業務の効率化やトラブルシューティング時間
の短縮に繋げ、ユーザーの皆様の「IT障害をゼロにする」企業努力をアシストし
ております。また、本年9月にはPCやスマートフォンなどのユーザー端末からク
ラウドサービスまでのレスポンス体感を可視化するオプション機能「CX監視オ

－ 6 －



2023/11/21 15:40:38 / 23030996_アイビーシー株式会社_招集通知_電子提供措置用

事業の経過及びその成果

プション」をリリースいたしました。これにより、通信遅延の発生原因などを調
査する際の原因切り分けや、改善すべき箇所の絞り込みなどを素早く行うことが
でき、情報システムのご担当者様の業務負担を大きく軽減することができる機能
となっております。また、24時間365日の有人監視サービス「SAMS」でも、ラ
ンサムウェアへの対応および運用体制の強化を図りました。
　当社グループは、ソフトウエア・サービス関連事業のみの単一セグメントであ
るため、セグメント情報の記載を省略しております。ソフトウエア・サービス関
連事業の内、当社におけるITシステム監視関連に係る売上区分別の業績は以下の
とおりです。
　ライセンスの販売については、昨年からの半導体不足やコロナ禍によるサーバ
ーやネットワーク機器の納期問題も回復傾向となり、新規案件の獲得が大幅に伸
長しました。また、昨年度はライセンス更新時期のお客様の97％がSystem 
Answerをそのまま更新していただけたとともに、System Answerから抽出し
た既存ITインフラの課題からネットワークの見直しやセキュリティ対策等のビジ
ネス案件を数多く頂くことができました。その結果、ライセンス販売については
売上高844,391千円（前期比33.5%増）、サービスの提供については売上高
621,515千円（前年比33.5％増）、その他物販等については売上高284,901千
円（前期比1.4％減）となりました。また、連結子会社の株式会社サンデーアー
ツにおきましては、新型コロナウイルス感染症の影響から回復し、損益も若干の
黒字で推移しました。
　以上の結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高1,900,885千円（前期比
26.6％増）、営業利益212,212千円（前期は48,017千円の営業損失）、経常利
益は234,145千円（前期は22,606千円の経常損失）、親会社株主に帰属する当
期純利益は70,369千円（前期は17,544千円の親会社株主に帰属する当期純損
失）となりました。
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設備投資の状況、資金調達の状況、他の会社の株式の処分の状況、対処すべき課題

⑵　設備投資の状況
　当連結会計年度において実施した設備投資額は32,030千円であり、その
主なものは、自社製品の機能強化に伴うソフトウエアであります。

⑶　資金調達の状況
　資金調達につきましては、金融機関からの借入を中心に資金需要ごとに有
利な方法で調達することとしております。
　当連結会計年度末の借入状況は「⑾主要な借入先の状況」のとおりです。

⑷　他の会社の株式の処分の状況
　該当事項はありません。

⑸　対処すべき課題
　当社グループは、今後も「System Answer シリーズ」のライセンス販売
による事業拡大を図るとともに、ITシステムのライフサイクルに応じたきめ
細やかなコンサルティングやソリューションサービスの提供、さらにマーケ
ットの変化に対応したサービスを積極的に展開することで、事業領域の拡大
を図ってまいります。また、経営の安定化に向けたストックビジネスの拡大
により、さらなる企業価値の向上に取り組んでまいります。
　当社グループでは、持続的成長により中長期的な企業価値の最大化を図る
うえで、以下の項目を対処すべき重要な経営課題として考えております。

①　お客様に寄り添ったITシステム運用課題の把握と的確な運用ソリューシ
ョンの提供
　ITシステムの規模及び適用業務範囲が拡大し、構成が複雑化する中で、そ
の信頼性・可用性・保守性・完全性・機密性を十分に維持・向上させること
がお客様のITシステム運用における課題となっております。このようなお客
様のITシステム運用における課題を、お客様に寄り添うことにより適切に把
握し、その課題に対する的確な運用ソリューションサービスの提供を行うべ
く、運用に関するコンサルティング能力を継続的に強化・向上させてまいり
ます。

②　｢System Answer シリーズ｣のブランディング強化、認知度向上、提供
形態拡充、新機能実装及び次世代開発
　当社が独自に開発し、製造・販売する「System Answer シリーズ」のブ
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ランディングを強化し、また認知度を向上させるため、今後も積極的に展示
会への出展やセミナーの開催を行うとともに、当社のWEBサイトを充実し
てまいります。
　また、ITシステムの情報管理に対応した「System Answer シリーズ」の
最新製品「System Answer G3」の販売促進をクラウドサービスでの提供
も併せて積極的に展開するとともに次世代製品開発を推進してまいります。
　ITシステムの情報管理において重要な点は、コンピューター・ITシステム
運用時に発生する数々の問題を的確に判断するための情報や根拠をいち早く
把握することです。情報管理に求められる監視設定の自動化、分析の自動
化、監視処理の向上、構造の簡略化等を取り入れた「System Answer 
G3」の販売促進を通じて持続的な収益の向上を目指してまいります。
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　加えて「System Answer G3」にも実装している予兆検知や将来予測の機能
をさらに進化させ、「IT障害ゼロ」の世界を支える次世代製品の開発を進めてま
いります。

③　次世代MSP*サービス「SAMS」とAIを融合した次世代型新サービスの開発
24時間365日の有人監視体制でお客様システムの安定稼働や障害対応、分析

等をサポートする次世代MSPサービス「SAMS」は2017年８月のリリース以
来、多くの企業に導入され、翌年には統合ログ管理ツールをクラウドサービスと
して提供する「LOG on SAMS」の開始などサービスの充実を図る中、日々膨大
なデータが蓄積されるようになってきました。今後は「IT障害ゼロ」を目指す運
用サービス実現のため、当社ならではの性能分析ノウハウや積上げてきた運用デ
ータを活用しながら、AIを融合した次世代新サービスの開発を推進してまいりま
す。
（*）　Management Service Provider（マネジメント・サービス・プロバイ
ダー）の略。企業の情報システムの運用管理を代行する事業者。

④　インテグレーション事業の本格展開
　働き方改革によるワークスタイルの変化やクラウドシフト/リフトなどによる
企業 IT インフラの変化への対応を支援するために、2022 年 5 月 31 日より IT 
インフラを中心に NI（Network Integration）/ CI（Cloud Integration）サ
ー ビ ス 「IBC-Integration」 を 本 格 的 に 提 供 開 始 し て お り ま す 。「IBC-
Integration」は、当社が20年間に亘り蓄積したインフラ環境の分析・解析ノウ
ハウをもとに、小規模から大規模まで、高信頼・高可用なネットワークおよびク
ラウドを設計・構築するサービスです。お客様のお悩みに寄り添い、現状の課題
分析に基づくシステムの構築から “攻めのIT” 提案まで、幅広くご支援します。
パートナー企業との連携により、ネットワーク構築に特化した専門部隊を編成
し、さまざまな規模の案件に対応できる体制を整備しており、本事業をトリガー
に「System Answerシリーズ」事業のライセンス販売や次世代MSPサービス
「SAMS」等の他事業への展開による規模拡大を目指して参ります。

⑤　デジタルマーケティングの導入
　働き方改革によるワークスタイルの変化に加え、新型コロナウイルス感染症ま
ん延による行動変化を受けたリモートワークへの対応等を背景に、お客様の業務
のあり方も大きく変化しております。当社はお客様の業務・ニーズの変化に応
じ、マーケティングオートメーションツールの導入等、DXによる効果的かつ効
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設備投資の状況、資金調達の状況、他の会社の株式の処分の状況、対処すべき課題

率的なマーケティングを導入しております。これらにより、お客様の課題をより
的確に把握し、適切なソリューションの提供を目指して参ります。

⑥　人材の確保と育成強化
　事業の拡大及び中長期的な成長のためには、より高い専門性を有する人材の確
保とともに、既存社員の能力及びスキルの底上げが重要な課題となります。この
課題に対処するために、有能な人材を採用するとともに、ネットワークやクラウ
ドの資格取得に向けた育成を積極的に推進してまいります。

　株主の皆様におかれましては、以上のような考え方にご理解をいただき、今後
とも格別のご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。
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企業集団の財産及び損益の状況の推移

区 分 第 18 期
(2020年９月期)

第 19 期
(2021年９月期)

第 20 期
(2022年９月期)

第 21 期
(当連結会計年度)
(2023年９月期)

売 上 高(千円) 1,946,940 2,013,300 1,501,125 1,900,885
経常利益又は経
常 損 失 （ △ ）(千円) 174,251 273,928 △22,606 234,145
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益
又は親会社株主に
帰属する当期純損
失（△）

(千円) △45,806 197,047 △17,544 70,369

１株当たり当期純利
益又は１株当たり当
期 純 損 失 （ △ ）

(円) △8.30 35.66 △3.17 12.73

総 資 産(千円) 3,045,059 3,260,054 3,255,762 3,264,088

純 資 産(千円) 1,539,458 1,751,150 1,830,815 1,827,194

１株当たり純資産額 (円) 278.71 316.81 331.10 330.45

区 分 第 18 期
(2020年９月期)

第 19 期
(2021年９月期)

第 20 期
(2022年９月期)

第 21 期
(当事業年度)

(2023年９月期)
売 上 高(千円) 1,829,818 1,886,111 1,387,388 1,750,808
経常利益又は経
常 損 失 （ △ ）(千円) 344,103 279,969 △45,347 195,605
当期純利益又は当
期 純 損 失 （ △ ）(千円) △146,306 141,093 △39,248 39,966
１株当たり当期純利
益又は１株当たり当
期 純 損 失 （ △ ）

(円) △26.51 25.53 △7.10 7.23

総 資 産(千円) 3,020,212 3,194,636 3,186,739 3,143,574

純 資 産(千円) 1,582,410 1,738,146 1,796,107 1,762,084

１株当たり純資産額 (円) 286.49 314.46 324.83 318.67

⑹　企業集団の財産及び損益の状況の推移
①　企業集団の財産及び損益の状況

（注）１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失は、自己株式を控除した期中平均
発行済株式総数により算出しております。

②　当社の財産及び損益の状況

（注）１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失は、自己株式を控除した期中平均
発行済株式総数により算出しております。

－ 12 －



2023/11/21 15:40:38 / 23030996_アイビーシー株式会社_招集通知_電子提供措置用

重要な親会社及び子会社の状況、主要な事業内容、主要な営業所

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株式会社サンデーアーツ 10,000千円 100％
ブロックチェーン開発、ソフト
ウエア開発、システムエンジニ
アリングサービス

⑺　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社との関係
　該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

⑻　主要な事業内容（2023年９月30日現在）
・ITシステム性能監視ツールの開発・販売・サポート
・ITシステムの性能評価サービス
・ITシステムの設計・構築、コンサルティング
・IoTセキュリティ基盤サービスの開発・提供
・その他各種機器、ソフトウエアの販売

当社及び株式会社サンデーアーツ 東京都中央区新川一丁目８番８号

当 社 西 日 本 事 業 所 及 び
株式会社サンデーアーツ大阪オフィス 大阪府大阪市淀川区西宮原二丁目７番38号

⑼　主要な営業所（2023年９月30日現在）
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使用人の状況、主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項

従 業 員 数 前連結会計年度末比増減

86名 1名減

従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

77名 3名増 36歳11ヵ月 5年7ヵ月

⑽　使用人の状況（2023年９月30日現在）
①　企業集団の従業員数

（注）従業員数は就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除きます。）
であります。

②　当社の従業員数

（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除きます。）であります。

借 入 先 借 入 残 高
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 410,014千円
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 200,000千円
株 式 会 社 り そ な 銀 行 200,000千円
楽 天 銀 行 株 式 会 社 150,000千円

⑾　主要な借入先の状況（2023年９月30日現在）

⑿　その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。

－ 14 －



2023/11/21 15:40:38 / 23030996_アイビーシー株式会社_招集通知_電子提供措置用

株式の状況

⑴　発行可能株式総数 20,000,000株
⑵　発行済株式の総数 5,723,600株

（自己株式194,159株を含みます。）
⑶　株主数 2,534名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

加 藤 裕 之 2,049,900株 37.1％

プ ラ ス フ ジ 株 式 会 社 500,000株 9.0％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 181,200株 3.3％

楽 天 証 券 株 式 会 社 124,100株 2.2%

株 式 会 社 Ｓ Ｂ Ｉ 証 券 117,687株 2.1%

宇 高 淳 郎 87,000株 1.6％

槇 田 重 夫 86,700株 1.6%

瀬 野 陽 介 82,102株 1.5％

村 上 　 彰 65,300株 1.2％
MORGAN STANLEY & CO. LLC
M a t t h e w  B e r k e 62,900株 1.1％

２．株式の状況（2023年９月30日現在）

⑷　大株主（上位10名）

（注）・持株比率は、自己株式194,159株を控除して算出しております。
・当社は、自己株式194,159株を保有しておりますが、上記大株主から除外して
　おります。

⑸　その他株式に関する重要な事項
該当事項はありません。
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新株予約権等の状況、会社役員に関する事項

３．新株予約権等の状況（2023年９月30日現在）
⑴ 当事業年度の末日において当社役員が有する職務執行の対価として交付さ
れた新株予約権等の状況

　該当事項はありません。

⑵ 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権
等の状況

　該当事項はありません。

⑶ その他新株予約権等に関する重要な事項
　該当事項はありません。

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長
C E O 加 藤 裕 之 内部監査室管掌

㈱サンデーアーツ代表取締役会長

取 締 役 副 社 長
C O O 小 田  成 ビジネスソリューション営業本部・コーポ

レートサービス本部管掌

取 締 役 太 田 祐 樹 ビジネスソリューション事業本部管掌

取 締 役 髙 木 弘 幸

取 締 役 梶 本 繁 昌
沼尻産業㈱社外取締役
システムズ・デザイン㈱社外取締役
㈱Pro-SPIRE社外取締役

取 締 役 西 田 光 志
㈱W&Bay consulting代表取締役
㈱エコミック社外取締役
㈱ジィ・シィ企画社外取締役

取 締 役 天 野 信 之 ㈱コウェル代表取締役社長CEO

常 勤 監 査 役 山 本 祥 之

監 査 役 望 月 明 彦 望月公認会計士事務所代表
㈱オフィス望月代表取締役

監 査 役 簗 田 稔 サイバートラスト㈱社外取締役

４．会社役員に関する事項
⑴　取締役及び監査役の状況（2023年９月30日現在）
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新株予約権等の状況、会社役員に関する事項

（注）１. 取締役の髙木弘幸氏、梶本繁昌氏、西田光志氏及び天野信之氏は、社外取締役
であります。

２. 取締役の髙木弘幸氏、梶本繁昌氏、西田光志氏及び天野信之氏は、取締役・
社長等、経営者として豊富な経験と幅広い見識を有するものであります。

３. 監査役の望月明彦氏及び簗田稔氏は、社外監査役であります。
４. 監査役の望月明彦氏は、経営学修士を取得するとともに、公認会計士として

経営全般及び財務会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
５. 監査役の簗田稔氏は、取締役・社長等、経営者としての豊富な経験と幅広い

見識に基づき経営全般の監視と有効な助言ができるものであります。
６. 2022年12月14日開催の第20回定時株主総会において、天野信之氏が取締役

に、簗田稔氏が監査役に新たに選任され、就任いたしました。
７. 当社は、髙木弘幸氏、梶本繁昌氏、西田光志氏、天野信之氏、望月明彦氏及

び簗田稔氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ておりま
す。

⑵　責任限定契約の内容の概要
　当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、取締役（業務執行取締役
等を除く）４名及び監査役３名全員との間において、同法第423条第１項の
損害賠償責任について、責任の原因となった職務の遂行につき、善意かつ重
大な過失がないときは、同法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度
とする旨の責任限定契約を締結しております。

⑶　役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、全ての役員（取締役及び監査役とし、子会社の役員を含む。以下
本項において同じ。）を被保険者として、会社法第430条の３第１項に規定
する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該保
険契約は、被保険者が会社の役員としての業務につき行った行為（不作為を
含む。）に起因して会社訴訟、第三者訴訟、株主代表訴訟等により、被保険
者が負担することとなった争訟費用及び損害賠償金等を填補することとして
おります。保険料は全額当社が負担することとなりますが、贈収賄などの犯
罪行為や意図的に違法行為を行った役員自身の損害等は補償対象外とするこ
とにより、役員の職務の執行の適正性が損なわれないように措置を講じてお
ります。なお、全ての役員は、当該保険契約の被保険者に含められることと
なります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予
定しております。
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新株予約権等の状況、会社役員に関する事項

⑷　役員報酬等の内容の決定に関する方針等
　当社は、2021年９月16日開催の取締役会において、取締役の個人別の報
酬等の内容に係る決定方針を決議しております。取締役の個人別の報酬等の
内容に係る決定方針の内容は次のとおりです。
① 社外取締役を除く取締役の報酬等の構成は、基本報酬、賞与及びストッ
クオプションの３種類とし、社外取締役の報酬は基本報酬のみとしておりま
す。基本報酬については、株主総会で決議された報酬総額の枠内で、各取締
役が担当する役割・職責の大きさに基づき、その基本となる額を設定してい
ますが、貢献度や戦略・企画推進力等により一定の範囲内で変動します。賞
与については、各取締役の目標達成度や戦略・企画推進力などに応じて個別
の配分額を決定します。基本報酬及び賞与の個々の具体的な金額は代表取締
役社長が社外取締役及び社外監査役と十分に事前協議のうえ決定しておりま
す。ストックオプションは、株主総会で決議された報酬の枠内で付与するも
のとし、個々の具体的な付与数は取締役会にて決定します。なお、業務執行
取締役の種類別の各報酬の割合は、一律に設定せず、貢献度や目標達成度等
を踏まえて算定される賞与の額等に応じて適宜適切に決定するものとしてお
ります。
② 報酬決定プロセスの客観性及び透明性を確保するために、以下の事項に
関する社外役員との事前協議を実施し、これを踏まえて取締役会での決定を
行いますが、かかる協議・決定の対象は2022年９月期に係る取締役の報酬
からとなります。

・取締役の報酬等を決定するにあたり、当社としての考え方・方針報酬
体系及び報酬水準

・株主総会に付議する取締役の報酬等に関する議案の原案
・取締役会に付議する取締役の個人別の報酬等の内容
・その他、経営戦略など経営上の重要な事項で、取締役会が必要と認め

た事項
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新株予約権等の状況、会社役員に関する事項

区 分
報酬等の
総 額
（千円）

報 酬 等 の 種 類 別 の 総 額 ( 千 円 ） 対象とな
る役員の
員数(名)基本報酬 業 績 連 動

報 酬 等
非 金 銭
報 酬 等

取 締 役
（うち社外取締役）

96,900
（14,700）

96,900
（14,700） － － 8

（5）
監 査 役
（うち社外監査役）

10,800
（3,600）

10,800
（3,600） － － 4

（3）
合 計
（うち社外役員）

107,700
（18,300）

107,700
（18,300） － － 12

（8）

⑸　取締役及び監査役の報酬等
① 当事業年度に係る報酬等の金額

（注）当事業年度末日現在の取締役は７名（うち社外取締役４名）、監査役は３名
（うち社外監査役２名）であります。対象となる役員の員数と相違しているの

は、当事業年度中に社外取締役１名および社外監査役１名が退任し、新たに
社外取締役１名および社外監査役１名が就任したことによるものであります。

② 当事業年度において支払った役員退職慰労金
該当事項はありません。

③ 取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
2006年９月26日開催の臨時株主総会において、取締役及び監査役の
報酬額は、取締役が年額３億円以内、監査役が年額５千万円以内と決議
いただいております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は３名、監
査役の員数は１名であります。

－ 19 －



2023/11/21 15:40:38 / 23030996_アイビーシー株式会社_招集通知_電子提供措置用

新株予約権等の状況、会社役員に関する事項

　④　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針
イ. 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の決定方法及び

決定方針の内容の概要
「⑷　役員報酬等の内容の決定に関する方針等」に記載のとおりで
あります。

ロ. 当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に
沿うものであると取締役会が判断した理由
当社取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の原案に
ついて、社外役員との事前協議及び取締役会での審議において、決定
方針との整合性を含めた多角的な検討を行い、決定方針と整合してい
ることを確認しており、当該決定方針に沿うものであると判断してお
ります。

　⑤　取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
　　取締役会は、代表取締役加藤裕之に対し各取締役の基本報酬の額の決定を

委任しております。委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締
役の担当部門、業績や会社運営への貢献等について評価を行うには代表取締
役が適していると判断したためであります。なお、取締役会は、当該権限が
代表取締役によって適切に行使されるよう、社外役員との事前協議等を行っ
ております（前記④ロ.参照）。

⑹　社外役員に関する事項
①　重要な兼職先と当社との関係

・取締役梶本繁昌氏、取締役西田光志氏、取締役天野信之氏、監査役望
月明彦氏及び監査役簗田稔氏の重要な兼職先については、「⑴ 取締
役及び監査役の状況」に記載のとおりであります。

・取締役梶本繁昌氏、取締役西田光志氏、取締役天野信之氏、監査役望
月明彦氏及び監査役簗田稔氏の上記各兼職先と当社との間には、いず
れも特別の関係はありません。
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地　位 氏 名 出席状況、発言状況及び期待される
役割に関して行った職務の概要

取締役 髙 木 弘 幸

当事業年度に開催された取締役会12回の全てに出席
し、主に経営者としての豊富な経験と幅広い見識か
ら、議案・審議等につき必要な発言を適宜行ってお
り、経営体制強化に関する点を中心に、独立した客観
的立場からの経営陣の監督に努めております。

取締役 梶 本 繁 昌

当事業年度に開催された取締役会12回のうち、11回
に出席し、主に経営者としての豊富な経験と幅広い見
識から、議案・審議等につき必要な発言を適宜行って
おり、経営体制強化に関する点を中心に、独立した客
観的立場からの経営陣の監督に努めております。

取締役 西 田  光 志

当事業年度に開催された取締役会12回の全てに出席
し、主に経営者としての豊富な経験と幅広い見識か
ら、議案・審議等につき必要な発言を適宜行ってお
り、経営体制強化に関する点を中心に、独立した客観
的立場からの経営陣の監督に努めております。

取締役 天 野 信 之

2022年12月14日開催の第20回定時株主総会におい
て新たに取締役に選任され取締役就任後、当事業年度
に開催された取締役会10回の全てに出席し、主に経
営者としての豊富な経験と幅広い見識から、議案・審
議等につき必要な発言を適宜行っており、経営体制強
化に関する点を中心に、独立した客観的立場からの経
営陣の監督に努めております。

監査役 望 月 明 彦

当事業年度に開催された取締役会12回のうち11回、
監査役会12回の全てに出席し、主に公認会計士とし
ての豊富な経験に基づき、客観的・中立的な立場か
ら、当社のガバナンス体制、経理・財務、議案・審議
等につき必要な発言を適宜行っております。

監査役 簗 田 稔

2022年12月14日開催の第20回定時株主総会におい
て新たに監査役に選任され監査役就任後当事業年度に
開催された取締役会10回のうち9回、監査役会10回
のうち9回に出席し、主に経営者としての豊富な経験
と幅広い見識に基づき、客観的・中立的な立場から、
議案・審議等につき必要な発言を適宜行っておりま
す。

②　当事業年度における主な活動状況
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区 分 報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 32,330千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額 32,330千円

５．会計監査人の状況
⑴　会計監査人の名称

有限責任　あずさ監査法人

⑵　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品
取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区
分できませんので、当該事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載
しております。

２. 監査役会は、公益社団法人日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に
関する実務指針」を踏まえ、会計監査人の監査計画の内容や前事業年度の実績
等を確認及び検討した結果、会計監査人の報酬等の額について会社法第399条
第１項の同意の決議をいたしました。

⑶　会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める事由に該当
すると認められる場合には、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任い
たします。
　この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総
会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
　また、監査役会は、会計監査人の職務の執行状況等を総合的に勘案し、必
要と判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関
する議案の内容を決定いたします。
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６．会社の体制及び方針
⑴　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
その他業務の適正を確保するための体制

　当社及び当社子会社が業務の適正を確保するための体制として取締役会に
おいて決議した事項は、以下のとおりであります。

〔内部統制システムの概要について〕
①　当社及び当社子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款

に適合することを確保するための体制
イ．当社及び当社子会社の取締役及び使用人が、法令・定款の遵守を徹底

するため、コンプライアンス規程及び関係会社規程に基づき、企業倫
理の徹底に向けた社内教育を行うとともに、法令・定款等に違反する
行為を発見した場合に内部通報を機能させて社内の自浄作用を高める
ように努めます。

ロ．当社及び当社子会社の各部門を担当する取締役は、担当部門における
コンプライアンス、企業倫理の状況を管理・監督し、使用人への適切
な教育・啓発を行います。

ハ．当社の内部監査室は、当社及び当社子会社のコンプライアンスの状況
に関して内部監査を行います。

ニ．当社は、当社及び当社子会社の取締役会・監査役会をはじめ、当社内
及び当社子会社内の重要な会議をとおして、当社及び当社子会社の取
締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確認するととも
に、相互のチェックによる内部統制機能の強化を図ります。

ホ．当社は、内部通報規程に基づき、当社及び当社子会社におけるコンプ
ライアンス体制を有効に機能させ、コンプライアンス経営への取組み
を強化します。

②　当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制並
びに当社子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に
関する体制

イ．当社は、取締役会その他重要な会議の議事録などの取締役の職務の執
行に係る文書その他の情報に関して文書管理規程に基づき保存対象文
書、保存期間を定めコーポレートサービス統括部長を文書管理責任者
として、適正に保存及び管理を行います。
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ロ．当社は、取締役及び監査役からこれらの文書等の閲覧の要請があった
場合には、速やかに閲覧に供するものとします。

ハ．当社は、関係会社規程に基づき、当社子会社の取締役に対し、当社子
会社における取締役会その他各種会議の議事録の写し等の文書を当社
に提出させること等により、当社子会社における職務執行に係る事項
を報告させます。また、当該提出を受けた文書については、当社担当
部署で適正に保存・管理します。また、当該資料は、当社の取締役及
び監査役が常時閲覧可能とします。

③　当社及び当社子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ．当社は、当社及び当社子会社の様々な経営危機に対するリスク管理体

制の確立を積極的に推し進めます。
ロ．当社及び当社子会社のリスク管理に関しては、事前に事業に関するあ

らゆる潜在的なリスクを洗い出し、予防策を講じるとともに、万一リ
スクが顕在化する場合にも損失を最小限にとどめるための措置をとり
ます。

ハ．当社及び当社子会社のリスクが顕在化した場合は、経営トップに対し
て迅速・正確に情報を伝達し、当社グループを挙げて処置にあたり、
リスク処理完了後においては再発防止策を策定し実行する等、組織的
なリスク管理を行います。

ニ．当社及び当社子会社の各部門は、関連規程に則り、自部門のリスクを
調査・把握し、各部門責任者において管理を行います。

ホ．当社は、代表取締役社長に直属する部署として内部監査室を設置し、
内部監査規程に基づき、当社及び当社子会社における業務監査の状況
を評価するとともに、必要に応じて直接業務監査を実施します。

④　当社及び当社子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを
確保するための体制

イ．当社は、取締役会を毎月１回開催するほか、必要に応じて適宜臨時に
開催します。当社は、迅速かつ的確な経営判断を補完する目的で、経
営会議を設けます。また、当社子会社の取締役会は各社の事情に応じ
つつ法令を遵守して定期的に開催する他、必要に応じて適宜臨時に開
催するものとし、遅滞なく重要案件を審議する体制を確保します。
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ロ．取締役会規程、職務権限規程、業務分掌規程において、当社及び当社
子会社の取締役及び使用人の役割と職務分担を明確にし、当該担当業
務の執行については、職務権限規程を適宜見直し、決裁制度の中で適
宜権限委譲を進め、適正かつ効率的な体制を確保します。

⑤　当社及び当社子会社からなる企業集団における業務の適正を確保する
ための体制

イ．当社及び当社子会社は、グループ全体の企業価値向上をめざした経営
を行い、社会的責任を全うし、かつグループ会社間における情報の共
有化や適時適切な時期での意思決定を行います。

ロ．当社及び当社子会社にとって重要な案件は、必要に応じて当社の取締
役会に付議し、関係会社規程及びその他関連諸規程に基づいて、グル
ープ会社の管理監督を実施し、当社子会社は当社に対して適時適切な
報告・相談などを行います。

ハ．当社の監査役及び内部監査室は、当社及び当社子会社におけるこれら
の業務の実施状況を監査します。

⑥　監査役の職務を補助すべき使用人を置くことに関する事項及び当該使
用人の取締役からの独立性に関する事項並びに監査役から当該使用人
に対する指示の実効性の確保に関する事項

イ．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、監査
役と協議のうえ、必要に応じて使用人を配置できる体制とします。

ロ．監査役を補助すべき使用人を置いた場合、その人事異動及び人事評価
については、監査役の同意を得るものとするほか、当該使用人は、当
社の業務執行に係る役職を兼務しないこととする等、当該使用人の取
締役からの独立性及び監査役からの指示の実効性の確保に努めます。

ハ．監査役の職務を補助すべき使用人を置く場合、当該使用人は、他の業
務に優先して監査役の職務の補助業務に従事します。
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⑦　当社の取締役及び使用人並びに当社子会社の取締役及び使用人が当社
監査役に報告するための体制、当該報告を行ったことを理由として不
利益な取扱いを受けないことを確保する体制、その他当社監査役への
報告に関する体制、並びに当社監査役の監査が実効的に行われること
を確保するための体制

イ．当社並びに当社子会社の取締役及び使用人は、監査役の要請に応じて
速やかに必要な報告及び情報提供を行うこととします。

ロ．当社及び当社子会社の監査役が、代表取締役と定期的な会合を持ち、
会社が対処すべき課題、監査役監査の環境整備の状況、監査上の重要
課題等について意見交換を行うことができる体制とします。

ハ．当社及び当社子会社の監査役が、必要に応じて、内部監査活動を行う
内部監査室と連携を図り、情報交換を行うとともに監査の実効性が確
保できる体制とします。

ニ．当社及び当社子会社は、直接又は当社が設置する社内外の通報窓口を
通じて間接に当社監査役に報告した者が、当該報告をしたことを理由
として不利益な取扱いを受けないことを確保する体制を整備します。

ホ．当社監査役は、当社及び当社子会社に対する監査の実施にあたり、必
要に応じて外部専門家等を活用します。

へ．当社監査役がその職務の遂行について生じる費用の前払又は償還等の
請求をしたときは、担当部門において当該費用又は債務が当該監査役
の職務の遂行に必要でないことを証明した場合を除き、速やかに当該
費用又は債務を処理するものとします。

〔内部統制システムの運用状況の概要について〕
　当社は、上記の内部統制システムの概要に基づき、会社の業務の適正を確保
するための体制整備とその適切な運用に努めており、当事業年度における運用
状況の概要は以下のとおりであります。
①　取締役会は、社外取締役４名を含む取締役７名で構成し、監査役３名も

出席した上で取締役会規程及び関連規程に基づき開催し、取締役の職務
執行を監督いたしました。
なお、社外役員の出席状況等については、「４．会社役員に関する事項
（６）社外役員に関する事項　②当該事業年度における主な活動状況」
をご参照ください。

②　内部監査室は、内部監査計画に基づき、法令・社内規程等の遵守状況に
ついて、各部門を対象とする監査を実施し、その結果及び改善状況を代
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表取締役社長に報告いたしました。
③　社外監査役を含む監査役は、監査役会において定めた監査計画に基づい

て監査を行うとともに、代表取締役社長及び他の取締役、内部監査室、
会計監査人との間で意見交換を実施し、情報交換等の連携を図っており
ます。また、月１回の定時監査役会に加え適宜臨時監査役会を開催し、
監査役間の情報共有に基づき会社の状況及び内部統制システムの整備・
運用状況を把握しました。さらに、取締役会に出席するとともに、取締
役及び使用人の職務の執行状況を監査いたしました。

④　常勤監査役は、稟議書の回付を受け、取締役及び使用人の職務の執行状
況を監査するとともに、必要な場合は社内の重要会議に出席し、意見を
述べました。
また、当社は2023年９月14日開催の取締役会において、内部統制シス
テムに関する基本方針に定める各事項について2023年９月期における
システムの構築・運用状況を評価しましたが、重大な欠陥や不備は存在
しないことを確認しました。

〔反社会的勢力排除について〕
①　基本的な考え方
　当社は、社会の秩序や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的勢力に
対しては、毅然として対応し、違法行為や反社会的行為には一切関わら
ず、名目の如何を問わず、反社会的勢力に対し、経済的利益を含む一切の
利益を供与しないことを基本方針としております。また、当社は企業倫理
基準を定め、このような基本方針を内外に表明しております。

②　体制の整備
　当社は、顧問弁護士等、外部の専門機関と緊密に連携し、反社会的勢力
に関する情報の収集を行い、万が一、反社会的勢力からアプローチがあっ
た場合は、コーポレートサービス統括部を対応統括部署として、関係部署
が協力して組織的にかつ速やかに対応することとしております。

⑵　会社の支配に関する基本方針
　該当事項はありません。
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会社の体制及び方針

⑶　剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要事項としており、今後
の業績の推移や財務状況などを考慮し、また、将来の事業展開のための内部
留保等を総合的に勘案しながら株主の皆様への利益還元として安定的な配当
を実施していく方針であります。
前事業年度は創業２０周年を迎えたことによる記念として、１株につき４円
でしたが、当事業年度は１株あたり６円への増配をご提案させていただきた
く存じます。
また、配当の実施については、株主の皆様への利益還元の機会を充実させる
ため、2024年９月期は中間配当と期末配当の年２回実施することを基本方
針とし、１株あたりの予想として、中間配当は１株につき４円、期末配当は
１株につき４円とし、２円増配の年間８円といたしました。株主の皆様に
は、何卒ご理解の上、ご了承賜りますようお願い申し上げます。
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連結貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資  産  の  部 ）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
棚 卸 資 産
前 払 費 用
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
車 両 運 搬 具
工具、器具及び備品
リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産
の れ ん
ソ フ ト ウ エ ア

投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関係会社長期貸付金
繰 延 税 金 資 産
長 期 前 払 費 用
会 員 権
保 険 積 立 金
敷金及び保証金
貸 倒 引 当 金　

2,332,486
1,621,738
641,267
30,053
31,248
8,179

931,602
34,443
25,386

0
6,841
2,216

46,363
16,582
29,780

850,795
442,285
58,472
8,000
7,427
6,581

14,091
263,872
58,064
△8,000　

（ 負  債  の  部 ）
流 動 負 債 1,378,937

買 掛 金 109,227
短 期 借 入 金 800,000
１年内返済予定の長期借入金 109,996
未 払 金 135,886
未 払 費 用 38,578
未 払 法 人 税 等 66,655
未 払 消 費 税 等 48,184
契 約 負 債 63,198
リ ー ス 債 務 918
預 り 金 6,230
そ の 他 61

固 定 負 債 57,957
長 期 借 入 金 50,018
関係会社投資損失引当金 5,519
リ ー ス 債 務 2,419

負 債 合 計 1,436,894
（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 1,772,748
資 本 金 443,230
資 本 剰 余 金 421,174
利 益 剰 余 金 1,129,458
自 己 株 式 △221,114

その他の包括利益累計額 54,446
その他有価証券評価差額金 54,446

純 資 産 合 計 1,827,194
資 産 合 計 3,264,088 負 債 ・ 純 資 産 合 計 3,264,088

連 結 貸 借 対 照 表
（2023年９月30日現在）

（単位：千円）
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連結損益計算書

(2022年10月 1 日から
2023年 9 月30日まで)

科 目 金 額
売 上 高 1,900,885
売 上 原 価 564,884

売 上 総 利 益 1,336,001
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,123,788

営 業 利 益 212,212
営 業 外 収 益

受 取 手 数 料 1,480
保 険 解 約 返 戻 金 2,060
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 9,167
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 11,905
そ の 他 914 25,528

営 業 外 費 用
支 払 利 息 3,591
そ の 他 4 3,596
経 常 利 益 234,145

特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 94,547 94,547

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 139,598
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 58,205
法 人 税 等 調 整 額 11,023 69,228
当 期 純 利 益 70,369
親会社株主に帰属する当期純利益 70,369

連 結 損 益 計 算 書

（単位：千円）
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連結株主資本等変動計算書

(2022年10月 1 日から
2023年 9 月30日まで)

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 443,230 421,174 1,081,205 △221,114 1,724,496
当 期 変 動 額

新 株 の 発 行
(新株予約権の行使) － － － － －

剰 余 金 の 配 当 － － △22,117 － △22,117

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 － － 70,369 － 70,369

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) － － － － －

当期変動額合計 － － 48,252 － 48,252
当 期 末 残 高 443,230 421,174 1,129,458 △221,114 1,772,748

その他の包括利益累計額
新株予約権 純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金
そ の 他 の 包 括
利益累計額合計

当 期 首 残 高 106,319 106,319 － 1,830,815
当 期 変 動 額

新 株 の 発 行
(新株予約権の行使) － － － －

剰 余 金 の 配 当 － － － △22,117

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 － － － 70,369

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) △51,872 △51,872 － △51,872

当期変動額合計 △51,872 △51,872 － △3,620
当 期 末 残 高 54,446 54,446 － 1,827,194

連結株主資本等変動計算書

（単位：千円）
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連結注記表

連　結　注　記　表

（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
　１．連結の範囲に関する事項

⑴　連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称
連結子会社の数　１社
主要な連結子会社の名称

株式会社サンデーアーツ

⑵　主要な非連結子会社の名称等
主要な非連結子会社の名称

IBC INTERNETWORKING & BROADBAND CONSULTING GLOBAL PTE. 
LTD.

連結の範囲から除いた理由
　非連結子会社は小規模であり、子会社の総資産、売上高、当期純損益（持分に見
合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等はいずれも連結計算書類に重要な影
響を及ぼしていないためであります。

　２．持分法の適用に関する事項
⑴　持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の数及び主要な会社等の名称

持分法を適用した関連会社の数　１社
主要な会社等の名称

株式会社ＮＳＤ先端技術研究所

⑵　持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称等
主要な会社等の名称
（非連結子会社）

IBC INTERNETWORKING & BROADBAND CONSULTING GLOBAL PTE. 
LTD.

（関連会社）
株式会社ネットフォース

持分法を適用していない理由
　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社は、当期純損益（持分に見合
う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても
連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないためで
あります。
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連結注記表

建物 10～11年
建物附属設備 8 ～18年
車両運搬具 6 年
工具、器具及び備品 4 ～20年

　３．連結子会社の事業年度等に関する事項
　　連結子会社の決算日は連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項
⑴　重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法
持分法を適用していない子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
その他有価証券

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品、原材料、貯蔵品…月別総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
仕掛品……………………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）

⑵　重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。ただし、建物（建物附属設備を除く）及び2016年
４月１日以降に取得した建物附属設備については、定額法を採用しております。な
お、主な耐用年数については、以下のとおりであります。

② 無形固定資産
　定額法によっております。

市場販売目的のソフトウエア
　見込販売収益に基づく償却額と見込販売可能期間に基づく均等配分額とを比
較し、いずれか大きい額を計上する方法を採用しております。
　なお、見込販売可能期間につきましては、３年と見積もっております。
自社利用のソフトウエア
　社内における利用可能期間（５年）による定額法によっております。
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連結注記表

③ リース資産
　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法によっております。

⑶　繰延資産の処理方法
　　株式交付費は支出時に全額費用計上しております。

⑷　引当金の計上基準
① 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備え、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸
念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上
しております。

② 関係会社投資損失引当金
　関係会社への投資に対する損失に備えるため、投資先の財政状態等を勘案し損失
見積額を計上しております。

⑸　のれんの償却方法及び償却期間
　のれんの償却方法については、５年間の定額法により償却しております。

⑹　重要な収益及び費用の計上基準
当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日）等を適用しており、主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常
の手順は以下のとおりであります。なお、いずれにおいても収益は顧客との契約において
約束された対価から値引き、割戻し等を控除した金額で測定しております。
（ライセンスの販売）

ライセンスの販売に係る収益は、主として当社が開発した自社製品である「System 
Answer　シリーズ」のライセンス（ソフトウエア使用権）の販売であり、当該ソフトウ
エアを使用することにより対象となるシステム監視を実施できる状態にさせる履行義務を
負っております。形態としては、顧客のシステム環境に対応したライセンスの提供及び当
該ソフトウエアを記録した筐体等の販売となります。前者の場合はライセンスキーの発行
時点で、後者の場合は顧客が当該ソフトウエアをインストールした筐体の検収が完了した
時点で履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。また新規の場合は、ラ
イセンスキーの発行時点で、更新等の場合は、更新後のライセンス期間開始時点で収益を
認識することとしております。
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（サービスの提供）
当該サービスの提供に係る収益は、上述の自社製品によるデータをもとに、当社の蓄積

した専門技術を生かした分析・解析サービスや各種役務サービスを提供するものであり、
顧客との契約に基づいて当該サービスを提供する履行義務を負っております。当該契約
は、一時点で移転されるサービスと一定の期間にわたり履行義務を充足する取引の２つの
形態があり、前者は当該サービスに係る顧客の検収完了時点で、後者は履行義務の充足の
進捗度に応じて収益を認識しております。
（その他物販等）

当該取引は、お客様の課題を解決する為の他社製品やソリューションサービスに付随し
た各種システム機器及びソフトウエアの販売等であり、顧客との販売契約に基づいて商品
を引き渡す履行義務及び一定の期間にわたり他社製品等を供給する履行義務を負っており
ます。前者については製品及び商品の引渡時点において顧客が当該商品に対する支配を獲
得することから、履行義務が充足されると判断しており、当該製品及び商品の引渡時点で
収益を認識しております。後者については履行義務の充足の進捗度に応じて収益を認識し
ております。

これらの契約のうち、当社グループの役割が代理人に該当する一部の取引につきまして
は、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識しておりま
す。

なお、重要な金融要素は含んでおりません。

⑺　その他連結計算書類作成のための重要な事項
　連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表の
記載金額は、千円未満を切り捨て表示しております。

（会計方針の変更に関する注記）
（時価算定に関する会計基準等の適用）
　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第31号　2021年６

月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。)を当連結会計年度の期首から適用

し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。な

お、連結計算書類に与える影響はありません。
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連結注記表

繰延税金資産(純額） 7,427千円

　１．有形固定資産の減価償却累計額 104,363千円

商品 4,945千円
原材料 7,423千円
仕掛品 17,119千円
貯蔵品 564千円
棚卸資産合計 30,053千円

当座貸越極度額の総額 1,600,000千円
借入実行残高 800,000千円
差引額 800,000千円

（会計上の見積りに関する注記）
繰延税金資産

　１．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（繰延税金負債と相殺前の繰延税金資産の金額は31,456千円）

　２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　当社グループは、繰延税金資産について回収可能性を検討し、当該資産の回収が不確
実と考えられる部分に対して評価性引当額を計上しております。回収可能性の判断にお
いては、将来の課税所得見込額と実行可能なタックス・プランニングを考慮して、将来
の税金負担額を軽減する効果を有すると考えられる範囲で繰延税金資産を計上しており
ます。将来の課税所得見込額はその時の業績等により変動するため、課税所得の見積り
に影響を与える要因が発生した場合は、回収懸念額の見直しを行い、繰延税金資産の修
正を行うため、翌連結会計年度の当期純損益額が変動する可能性があります。

（連結貸借対照表に関する注記）

　２．棚卸資産の内訳

　３．当座貸越契約
　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行4行と当座貸越契約を締結して
おります。これらの契約に基づく当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入未
実行残高は次のとおりであります。
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株式の種類 当連結会計年度期首 増　加 減　少 当連結会計年度末

普通株式 5,723,600株 ー ー 5,723,600株

株式の種類 当連結会計年度期首 増　加 減　少 当連結会計年度末

普通株式 194,159株 ー ー 194,159株

決議 配当の種類 配当の原資 配当の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日
2022年12月14日　

定時株主総会 普通株式 利益剰余金 22百万円 4円 2022年９月30日 2022年12月15日

決議予定 配当の種類 配当の原資 配当の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日
2023年12月19日　

定時株主総会 普通株式 利益剰余金 33百万円 6円 2023年９月30日 2023年12月20日

普通株式 58,000株

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
　１．発行済株式に関する事項

（注）発行済株式の増加株式数は、新株予約権の行使によるものです。

　２．自己株式に関する事項

　３．配当に関する事項
①配当金支払額等

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度にな
るもの

　４．当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除
く。）の目的となる株式の種類及び数
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連結注記表

（金融商品に関する注記）
　１．金融商品の状況に関する事項

⑴ 金融商品に対する取組方針
　当社は、資金運用については主に短期的な預金等に限定し、また、資金調達につい
ては銀行借り入れ等による方針であります。
　なお、デリバティブ取引に関しては行わない方針であります。

⑵ 金融商品の内容及びそのリスクならびにリスク管理体制
　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関
しては、当社与信管理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うととも
に、主な取引先の信用状況を把握する体制を構築しております。
　営業債務である買掛金及び未払金は、そのすべてが１年以内の支払期日でありま
す。これらの営業債務は流動性リスクに晒されておりますが、当社では、資金繰り表
を作成するなどの方法により実績管理しております。
　借入金は一部を除き変動金利であるため金利の変動リスクに晒されております。
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連結注記表

連結貸借対照表計上額
（千円）

時 価
（千円）

差 額
（千円）

⑴ 売 掛 金 641,267 641,619 351

⑵ 関係会社長期貸付金 8,000

貸倒引当金（※１） △8,000

－ － －

資 産 計 641,267 641,619 351

⑴ 長期借入金（※２） 160,014 159,880 △133

負 債 計 160,014 159,880 △133

　２．金融商品の時価等に関する事項
　2023年９月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について
は、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりませ
ん。また、「現金」は注記を省略しており、「預金」「買掛金」「未払金」「未払法人
税等」「未払消費税等」「短期借入金」については、短期間で決済されるため時価が帳
簿価額に近似するものであることから、注記を省略しております。

（※１）関係会社長期貸付金に対応する貸倒引当金を控除しております。
（※２）１年内返済予定の長期借入金を含めております。

（注）１．金融商品の時価の算定方法
資　産
⑴　売掛金

当社では、１年超の売掛金の時価の算定は、一定の期間ごとに分類し、与信管理
上の信用リスク区分ごとに、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切
な利率で割り引いた現在価値により算定しております。

⑵　関係会社長期貸付金
当社では、関係会社長期貸付金の時価の算定は、債権の貸倒れによる損失に備
え、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能
見込額を計上して現在価値により算定しております。

負　債
⑴　長期借入金

固定金利によるものについては、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った
場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。変動金利
によるものについては、短期間で市場金利を反映していることから、時価は帳簿
価額に近似しておりますので、当該帳簿価額によっております。
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区　　　　　分 連結貸借対照表計上額
（千円）

投資有価証券 442,285

関係会社株式（非上場） 58,472

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 1,621,738 － － －

売掛金 571,902 69,365 － －

関係会社長期貸付金 － 8,000 － －

合　　計 2,193,640 77,365 － －

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

長期借入金 109,996 50,018 － －

合　　計 109,996 50,018 － －

　１．１株当たり純資産額 330円45銭
　２．１株当たり当期純利益 12円73銭

（注）２．市場価格のない金融商品の連結貸借対照表計上額

（注）３．金銭債権の連結決算日後の償還予定額

（注）４．長期借入金の連結決算日後の償還予定額

（収益認識に関する注記）
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表4.会計

方針に関する事項、（６）重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しており
ますので注記を省略しております。

（１株当たり情報に関する注記）

（後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資  産  の  部 ）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
棚 卸 資 産
前 払 金
前 払 費 用
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
車 両 運 搬 具
工具、器具及び備品
リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産
の れ ん
ソ フ ト ウ エ ア

投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関係会社長期貸付金
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
会 員 権
保 険 積 立 金
敷金及び保証金
貸 倒 引 当 金　

2,229,562
1,575,322
584,226
30,053

746
31,168
8,045

914,011
34,443
25,386

0
6,841
2,216

46,363
16,582
29,780

833,204
442,285
43,301
8,000
6,581
5,010

14,091
263,872
58,061
△8,000　

（ 負  債  の  部 ）
流 動 負 債 1,323,532

買 掛 金 104,814
短 期 借 入 金 800,000
１年内返済予定の長期借入金 99,996
未 払 金 113,795
未 払 費 用 33,779
未 払 法 人 税 等 56,579
未 払 消 費 税 等 44,480
契 約 負 債 63,198
預 り 金 5,909
リ ー ス 債 務 918
そ の 他 61

固 定 負 債 57,957
長 期 借 入 金 50,018
関係会社投資損失引当金 5,519
リ ー ス 債 務 2,419

負 債 合 計 1,381,489
（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 1,707,637
資 本 金 443,230
資 本 剰 余 金 438,952
資 本 準 備 金 409,730
その他資本剰余金 29,222

利 益 剰 余 金 1,046,569
その他利益剰余金 1,046,569
繰越利益剰余金 1,046,569

自 己 株 式 △221,114
評価・換算差額等 54,446
その他有価証券評価差額金 54,446

純 資 産 合 計 1,762,084
資 産 合 計 3,143,574 負 債 ・ 純 資 産 合 計 3,143,574

貸　借　対　照　表
（2023年９月30日現在）

（単位：千円）
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損益計算書

(2022年10月 1 日から
2023年 9 月30日まで)

科 目 金 額
売 上 高 1,750,808
売 上 原 価 477,631
売 上 総 利 益 1,273,177

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,087,697
営 業 利 益 185,479

営 業 外 収 益
受 取 利 息 32
保 険 解 約 返 戻 金 2,060
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 9,167
受 取 手 数 料 1,480
そ の 他 881 13,621

営 業 外 費 用
支 払 利 息 3,491
そ の 他 4 3,495
経 常 利 益 195,605

特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 94,547 94,547
税 引 前 当 期 純 利 益 101,058
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 47,657
法 人 税 等 調 整 額 13,433 61,091
当 期 純 利 益 39,966

損　益　計　算　書

（単位：千円）
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株主資本等変動計算書

(2022年10月 1 日から
2023年 9 月30日まで)
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本 準 備 金 そ の 他
資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金
合 計

そ の 他 利 益
剰 余 金 利 益 剰 余 金

合 計
繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 443,230 409,730 29,222 438,952 1,028,720 1,028,720
当 期 変 動 額

新 株 の 発 行
( 新 株 予 約 権 の 行 使 ) － － － － － －

剰 余 金 の 配 当 － － － － △22,117 △22,117
当 期 純 利 益 － － － － 39,966 39,966
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) － － － － － －

当 期 変 動 額 合 計 － － － － 17,848 17,848
当 期 末 残 高 443,230 409,730 29,222 438,952 1,046,569 1,046,569

株 主 資 本 評価・換算
差 額 等

新株予約権 純資産合計
自 己 株 式 株 主 資 本

合 計
その他有価証券
評 価 差 額 金

当 期 首 残 高 △221,114 1,689,788 106,319 － 1,796,107
当 期 変 動 額

新 株 の 発 行
(新株予約権の行使) － － － － －

剰余金の配当 － △22,117 － － △22,117
当 期 純 利 益 － 39,966 － － 39,966
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) － － △51,872 － △51,872

当期変動額合計 － 17,848 △51,872 － △34,023
当 期 末 残 高 △221,114 1,707,637 54,446 － 1,762,084

株主資本等変動計算書

（単位：千円）
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個別注記表

建物 10～11年
建物附属設備 8 ～18年
車両運搬具 6 年
工具、器具及び備品 5 ～20年

個　別　注　記　表

１．重要な会計方針に係る事項
⑴　資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法
・子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
・その他有価証券

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

②　棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品、原材料、貯蔵品…月別総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
仕掛品……………………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）

⑵　固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。ただし、建物（建物附属設備を除く）及び2016年
４月１日以降に取得した建物附属設備については、定額法を採用しております。
　なお、主な耐用年数については、以下のとおりであります。

②　無形固定資産
　定額法によっております。

市場販売目的のソフトウエア
　見込販売収益に基づく償却額と見込販売可能期間に基づく均等配分額とを比
較し、いずれか大きい額を計上する方法を採用しております。
　なお、見込販売可能期間につきましては、３年と見積もっております。
自社利用のソフトウエア
　社内における利用可能期間（５年）による定額法によっております。
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個別注記表

③ リース資産
　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法によっております。

⑶　繰延資産の処理方法
　株式交付費は、支出時に全額費用として処理しております。

⑷　引当金の計上基準
貸倒引当金
　債権の貸倒れによる損失に備え、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸
念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上
しております。
関係会社投資損失引当金
　関係会社への投資に対する損失に備えるため、投資先の財政状態等を勘案し損失
見積額を計上しております。

⑸　のれんの償却方法及び償却期間
　のれんの償却方法については、５年間の定額法により償却しております。

⑹　重要な収益及び費用の計上基準
　　連結注記表、「4.会計方針に関する事項（６）重要な収益及び費用の計上基準」の
　　内容と同一であります。

⑺　その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
　貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表の記載金額は、千
　円未満を切り捨て表示しております。
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（会計方針の変更に関する注記）
（時価算定に関する会計基準等の適用）
　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第31号　2021年６

月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。)を当事業年度の期首から適用し、時

価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適

用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。なお、計

算書類に与える影響はありません。
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繰延税金資産(純額） 5,010千円

⑴　有形固定資産の減価償却累計額 104,363千円

商品 4,945千円
原材料 7,423千円
仕掛品 17,119千円
貯蔵品 564千円
棚卸資産合計 30,053千円

株式会社サンデーアーツ 10,000千円
計 10,000千円

短期金銭債権 612千円
短期金銭債務 7,208千円

当座貸越極度額の総額 1,600,000千円
借入実行残高 800,000千円
差引額 800,000千円

（会計上の見積りに関する注記）
　１．当事業年度の計算書類に計上した金額

（繰延税金負債と相殺前の繰延税金資産の金額は29,040千円）

　２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　【連結注記表】（会計上の見積りに関する注記）２．の内容と同一であります。

２．貸借対照表に関する注記

⑵　棚卸資産の内訳

⑶　関係会社に対する保証債務
　下記の会社の金融機関からの借入金に対し、次のとおり債務保証を行っておりま
す。

⑷　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

⑸　当座貸越契約
　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行4行と当座貸越契約を締結し
ております。これらの契約に基づく当事業年度末における当座貸越契約に係る借入未
実行残高は次のとおりであります。
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個別注記表

営業取引による取引高
売上高 180千円
仕入高 73,303千円
販売費及び一般管理費 8,046千円

普通株式 194,159株

繰延税金資産
未払事業税 4,432千円
未払金 14,158千円
未払費用 4,882千円
減価償却超過額 3,446千円
一括償却資産 1,516千円
ソフトウエア評価損 61千円
前払費用 428千円
会員権評価損 3,666千円
関係会社貸倒引当金 2,449千円
関係会社投資損失引当金 1,690千円
関係会社株式評価損 55,868千円
投資有価証券評価損 28,950千円
敷金 112千円
繰延税金資産小計 121,665千円
評価性引当額 △92,625千円
繰延税金資産合計 29,040千円

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △24,029千円
繰延税金負債合計 △24,029千円
繰延税金資産の純額 5,010千円

３．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

４．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

５．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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個別注記表

種類 会社等の名称 所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事 業 の 内 容
議 決 権 等
の所有(被
所有)割合

関連当事者
と の 関 係

取引の
内　容

取引金額
(千円) 科目 期末残高

(千円)

子会社 ㈱サンデーアーツ 東京都
中央区 10,000

システムエン
ジニアリング
サービス、ソ
フトウェア開

発

直接
100％

役員の兼任
債 務 保 証

債務保証
(注) 10,000 － －

⑴　１株当たり純資産額 318円67銭
⑵　１株当たり当期純利益 7円23銭

６．関連当事者との取引に関する注記

子会社

（注）債務保証は金融機関等からの借入債務に対し保証を行ったものとなります。保証料
の受取は行っておりません。

７．収益認識に関する注記
収益認識に関する基礎となる情報は、連結注記表、「4.会計方針に関する事項、

（６）重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しておりますので注記を省
略しております。

８．１株当たり情報に関する注記

９．後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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連結会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 坂 本 大 輔
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 岡 野 隆 樹

独立監査人の監査報告書
2023年11月20日

アイビーシー株式会社
取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人
　 東京事務所

　監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、アイビーシー株式会社の

2022年10月１日から2023年９月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわ
ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表につ
いて監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠して、アイビーシー株式会社及び連結子会社からなる企業集団の
当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に
表示しているものと認める。
監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監
査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における
監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫
理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査
証拠を入手したと判断している。
その他の記載内容

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他
の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他
の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれて
おらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読
の過程において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た
知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以
外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
    当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判
断した場合には、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による
重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断
した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結会計監査報告

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類
を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認め
られる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職
務の執行を監視することにある。
連結計算書類の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不
正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報
告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表
示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書
類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の
過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施
する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表

示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人
の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので
はないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立
案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われ
た会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、
また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような
事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の
前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類
の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記
事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求
められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい
るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算
書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正
に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関す
る十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指
示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負
う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査

の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査
の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理
に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えら
れる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はそ
の内容について報告を行う。
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定
により記載すべき利害関係はない。

以　上
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個別会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 坂 本 大 輔
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 岡 野 隆 樹

独立監査人の監査報告書
2023年11月20日

アイビーシー株式会社
取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人
　 東京事務所

　監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、アイビーシー株式会社

の2022年10月１日から2023年９月30日までの第21期事業年度の計算書類、すなわ
ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明
細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての
重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監
査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監
査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定
に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た
している。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと
判断している。
その他の記載内容

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他
の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他
の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれてお
らず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の
過程において、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識
との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外に
その他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断
した場合には、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重
要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した
内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類に係る会計監査報告
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個別会計監査報告

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作
成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められ
る企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該
事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職
務の執行を監視することにある。
計算書類等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正
又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告
書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の
利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断さ
れる。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の
過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施
する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表

示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人
の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものでは
ないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案
するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われ
た会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、ま
た、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事
象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前
提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注
記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が
適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められて
いる。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将
来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等
の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示
しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査

の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査
の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理
に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えら
れる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はそ
の内容について報告を行う。
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書
　当監査役会は、2022年10月１日から2023年９月30日までの第21期事
業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基
づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の
実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方
針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門、その他の使用人等と
意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、
以下の方法で監査を実施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその
職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要
な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産
の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締
役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会
社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適
合することを確保するための体制その他株式会社及びその子会社から
成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法
施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締
役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制
システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況
について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明
いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施してい
るかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状
況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体
制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品
質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備
している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、
計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記
表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計
算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしまし
た。

監査役会の監査報告
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２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況
を正しく示しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違
反する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め
ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び
取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任　あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当で
あると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任　あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当で
あると認めます。

2023年11月20日
ア イ ビ ー シ ー 株 式 会 社 　 監 査 役 会

常 勤 監 査 役 山 本 祥 之 ㊞
監 査 役
（社外監査役） 望 月 明 彦 ㊞

監 査 役
（社外監査役） 簗 田 稔 ㊞

　
以　上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項
第１号議案　剰余金処分の件
　当社は事業拡大による企業価値の向上を最重要政策に位置付けるとともに、株
主の皆様への利益還元を経営上の重要課題のひとつと考えております。
　当期の期末配当につきましては、当期の業績及び今後の事業展開等を勘案いた
しまして、前期末配当より２円増配することとし、以下のとおりといたしたいと
存じます。

(1) 配当財産の種類
　金銭といたします。

(2) 配当財産の割当てに関する事項及びその総額
　当社普通株式１株につき金6円 総額は33,176,646円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日
　2023年12月20日
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候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況等

１

か

加
 

　
 

 
とう

藤
 

　
 

 
ひろ

裕
 

　
 

 
ゆき

之
(1967年３月19日生)

    1991年    4 月 ダイニック㈱入社
    1992年    7 月 アライドテレシス㈱入社
    2001年    2 月 ネット・チャート・ジャパン

㈱（現　ネットチャート㈱）
入社

    2001年    3 月 同社取締役
    2002年    10月 当社設立、代表取締役社長
    2019年    4 月 ㈱サンデーアーツ代表取締役

会長（現任）
2021年12月 当社代表取締役社長CEO
　　　　　　　（現任）

所有する
当社株式数

2,049,900株

取締役会への
出席状況
12／12回

【現在の当社における担当】
内部監査室管掌

【取締役候補者とした理由】
　加藤裕之氏は当社創業者であり、創業以来代表取締役社長として経営の指揮を
執り、強いリーダーシップにより当社の成長を牽引しております。その実績、能
力、企業経営者としての豊富な経験から、今後も当社の企業価値のさらなる向上
のためには、同氏が引き続き取締役の任にあたることが必要であると判断し、取
締役候補者といたしました。

第２号議案　取締役７名選任の件
　本定時株主総会終結の時をもって取締役７名全員の任期が満了となります。
　つきましては、取締役７名（うち社外取締役４名）の選任をお願いしたいと存
じます。
　取締役候補者は次のとおりであります。
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候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況等

2

お

小
 

　
 

 
だ

田
 

　
 

 
 

　
 

　
 

 
じょう

成
(1961年１月21日生)

    1985年    4 月 富士通㈱入社
    2014年    4 月 同社執行役員
    2018年    4 月 同社執行役員常務
    2020年    12月 当社社外取締役
    2021年    12月 当社取締役副社長COO

（現任）

所有する
当社株式数
4,500株

取締役会へ
の

出席状況
12／12回

【現在の当社における担当】
ビジネスソリューション営業本部、
コーポレートサービス本部、グループ戦略部管掌

【取締役候補者とした理由】
　小田成氏は執行役員、経営者としての豊富な経験と幅広い見識を有するととも
に、当社取締役副社長COOとして多大なる貢献をしていただきました。今後も
当社の成長戦略やコーポレート・ガバナンス強化のために更に尽力いただけると
判断したため、取締役候補者といたしました。

3

おお

太
 

　
 

 
た

田
 

　
 

 
ゆう

祐
 

　
 

 
き

樹
(1971年12月18日生)

    1995年    4 月 ㈱ネットワークバリューコンポ
ネンツ入社

    2003年    4 月 同社取締役
    2017年    3 月 当社入社
    2018年    10月 当社執行役員
    2019年    11月 ㈱ＮＳＤ先端技術研究所

社外取締役（現任）
2020年12月 当社取締役（現任）

所有する
当社株式数
3,600株

取締役会へ
の

出席状況
12／12回

【現在の当社における担当】
ビジネスソリューション事業本部管掌

【取締役候補者とした理由】
　太田祐樹氏は取締役、経営者としての豊富な経験と幅広い見識を有するととも
に、当社取締役ビジネスソリューション事業本部長管掌として多大なる貢献をし
ていただきました。今後も当社の成長戦略やコーポレート・ガバナンス強化のた
めに更に尽力いただけると判断したため、取締役候補者といたしました。
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候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況等

4

たか

髙
 

　
 

 
ぎ

木
 

　
 

 
ひろ

弘
 

　
 

 
ゆき

幸
(1952年11月26日生)

    1994年    1 月 アライドテレシス㈱
代表取締役社長

    2006年    12月 当社監査役

    2007年    12月 当社社外取締役（現任）

所有する
当社株式数
60,000株

取締役会への
出席状況
12／12回

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　髙木弘幸氏は当社取締役就任以来、主に会社経営者としての豊富な経験と幅広
い見識に基づき、当社の取締役会において、議案・審議等につき必要な発言を適
宜行っておりました。今後もその経験・見識を当社の経営に活かして、独立した
客観的な立場から経営陣の適切な指導・監督をしていただけると判断し、引き続
き社外取締役候補者といたしました。なお、同氏は現在当社の社外取締役であり
ますが、社外取締役としての在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって16年
になります。

5

かじ

梶
 

　
 

 
もと

本
 

　
 

 
しげ

繁
 

　
 

 
まさ

昌
(1959年11月17日生)

    1982年    1 月 日本コンピュータ開発㈱
（現　㈱アイネット）入社

    2000年    6 月 同社取締役
    2008年    4 月 同社代表取締役社長
    2018年    6 月 同社取締役相談役
    2018年    12月 当社社外取締役（現任）
    2019年    4 月 沼尻産業㈱社外取締役

（現任）
    2019年    6 月 楽天銀行㈱社外監査役

システムズ・デザイン㈱
社外取締役（現任）

    2019年    8 月 ㈱Pro-SPIRE社外取締役
（現任）

所有する
当社株式数

－株

取締役会への
出席状況
11／12回

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　梶本繁昌氏は取締役・社長等、経営者としての豊富な経験と幅広い見識をもと
に、独立した客観的な立場から経営陣の適切な指導・監督をしていただくととも
に、当社の経営全般に助言を頂戴することによりコーポレート・ガバナンス強化
に寄与していただけると判断したため、引き続き社外取締役候補者といたしまし
た。なお、同氏は現在当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任
期間は、本定時株主総会終結の時をもって5年となります。
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候補者
番　号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況等

6

にし

西　
だ

田
 

　
みつ

光　
し

志
(1951年９月29日生)

    1977年    4 月 ㈱東洋情報システム
（現TIS㈱）入社

    2001年    6 月 同社取締役
    2008年    4 月 クオリカ㈱代表取締役社長
    2013年    4 月 TIS㈱代表取締役副社長
    2018年    9 月 ㈱W＆Bay consulting

代表取締役（現任）
    2020年    6 月 ㈱エコミック社外取締役

（現任）
    2020年    9 月 ㈱ジィ・シィ企画社外取締役

（現任）
    2021年    12月 当社社外取締役（現任）

所有する
当社株式数

－株

取締役会への
出席状況
12／12回

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　西田光志氏は取締役、経営者としての豊富な経験と幅広い見識をもとに、独立
した客観的な立場から経営陣の適切な指導・監督をしていただくとともに、当社
の経営全般に助言を頂戴することによりコーポレート・ガバナンス強化に寄与し
ていただけると判断したため、社外取締役候補者といたしました。なお、同氏は
現在当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は、本定時株
主総会終結の時をもって２年となります。

7

あま

天
 

　
 

 
の

野
 

　
 

 
のぶ

信
 

　
ゆき

之
(1964年12月2日生)

    1989年    4 月 ネットワンシステムズ㈱入社
    1997年    5 月 ㈱ネットウェーブ （現NTT 

COM DD㈱）設立 取締役
    2003年    10月 ㈱ビットアイル（現エクイニ

クス・ジャパン㈱） 取締役副
社長

    2011年    12月 サイトロック㈱（現エクイニ
クス・テクノロジー・サービ
ス㈱）代表取締役会長

    2019年    3 月 セグエグループ㈱取締役副社
長、ジェイズ・コミュニケー
ション㈱取締役

    2022年    4 月 ㈱コウェル取締役
    2022年    4 月 ジェイズ・コミュニケーショ

ン㈱取締役
    2022年    10月 ㈱コウェル代表取締役社長

CEO（現任）
    2022年12月 当社社外取締役（現任）

所有する
当社株式数

－株

取締役会への
出席状況
10／12回

(就任後の全会
に出席)

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　天野信之氏は取締役、経営者としての豊富な経験と幅広い見識をもとに、独立
した客観的な立場から経営陣の適切な指導・監督をしていただくとともに、当社
の経営全般に助言を頂戴することによりコーポレート・ガバナンス強化に寄与し
ていただけると判断したため、社外取締役候補者といたしました。
なお、同氏は現在当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間
は、本定時株主総会終結の時をもって1年となります。
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（注）１.　各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２.　髙木弘幸氏、梶本繁昌氏、西田光志氏及び天野信之氏は、社外取締役候補者

であります。
３.　当社と髙木弘幸氏、梶本繁昌氏、西田光志氏及び天野信之氏は、会社法第427

条第１項の規定に基づき、同法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度
として、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しておりま
す。各氏の選任が承認された場合には当該契約を継続する予定であります。

４.　当社は、全ての取締役及び監査役を被保険者として、会社法第430条の３第１
項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。
当該保険契約は、被保険者が会社の役員としての業務につき行った行為（不作
為を含む。）に起因して会社訴訟、第三者訴訟、株主代表訴訟等により、被保
険者が負担することとなった争訟費用及び損害賠償金等を填補することとして
おります。保険料は全額当社が負担することとなりますが、贈収賄などの犯罪
行為や意図的に違法行為を行った役員自身の損害等は補償対象外とすることに
より、役員の職務の執行の適正性が損なわれないように措置を講じておりま
す。なお、全ての候補者は、取締役に選任された場合は、当該保険契約の被保
険者に含められることとなります。また、当該保険契約は次回更新時において
も同内容での更新を予定しております。

５.　当社は、髙木弘幸氏、梶本繁昌氏、西田光志氏及び天野信之氏を東京証券取
引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。各氏の選任が承認され
た場合は、当社は引き続き各氏を独立役員とする予定であります。
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ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 地 位 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況 等

かど

角
 

　　
やす

泰　
し

志
(1948年７月13日生)

    1972年    4 月 日 本 ユ ニ バ ッ ク ㈱ （ 現
BIPLOGY㈱）入社

    1999年    4 月 同社マーケティング部長
    2001年    7 月 同社asaban.com事業部長
    2003年    6 月 ユニアデックス㈱執行役員
    2005年    4 月 同社常務執行役員兼戦略事業

グループ長
    2008年    4 月 日本ユニシス（現BIPLOGY

㈱）常務執行役員兼ICTサー
ビス本部長

    2010年    4 月 同社専務執行役員兼ICTサー
ビス部門長兼ICTサービス本
部長

    2011年    6 月 同社代表取締役専務執行役員
    2014年    3 月 同社取締役
    2014年    6 月 退任

所有する
当社株式数

－株

【補欠監査役候補者とした理由】
　角泰志氏は、取締役等、経営者としての豊富な経験と幅広い見識に基づき、経営全般
の監視と有効な助言が期待できるため、補欠監査役候補者といたしました。

第３号議案　補欠監査役１名選任の件
　昨期の定時株主総会において補欠監査役に選任された角泰志氏の選任の効力は、本定時
株主総会の開始の時までとされておりますので、法令に定める監査役の員数を欠くことに
なる場合に備え、補欠監査役１名の選任をお願いしたいと存じます。
なお、本議案の提出につきましては、監査役会の同意を得ております。
補欠の監査役候補者は次のとおりであります。

（注）１. 角泰志氏と当社との間には特別の利害関係はありません。
２. 角泰志氏は、補欠の社外監査役候補者であります。なお、角泰志氏が社外監

査役に就任した場合は、当社は同氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役
員として届け出る予定であります。

３. 当社は、本議案において角泰志氏の選任をご承諾いただき、かつ同氏が監査
役に就任した場合、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第425条第
１項に定める最低責任限度額を限度として、同氏と同法第423条第１項の損
害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。
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４. 本議案において角泰志氏の選任をご承認いただき、かつ同氏が監査役に就任
した場合、同氏は第２号議案に記載されている役員等賠償責任保険契約の被
保険者に含められることになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

－ 63 －
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地図

○会　場 東京都中央区新川一丁目８番８号
アクロス新川ビル ８階
アイビーシー株式会社 本社セミナールーム
電話　03(5117)2780

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

●東京メトロ東西線・日比谷線 茅場町駅３番出口より徒歩５分


	招集ご通知
	議決権行使のお手続きについて

	事業報告
	企業集団の現況
	事業の経過及びその成果
	設備投資の状況
	資金調達の状況
	他の会社の株式の処分の状況
	対処すべき課題
	企業集団の財産及び損益の状況の推移
	重要な親会社及び子会社の状況
	主要な事業内容
	主要な営業所
	使用人の状況
	主要な借入先の状況
	その他企業集団の現況に関する重要な事項

	株式の状況
	新株予約権等の状況
	会社役員に関する事項
	会計監査人の状況
	会社の体制及び方針

	連結計算書類
	連結貸借対照表
	連結損益計算書
	連結株主資本等変動計算書
	連結注記表

	計算書類
	貸借対照表
	損益計算書
	株主資本等変動計算書
	個別注記表

	監査報告
	連結会計監査報告
	個別会計監査報告
	監査役会の監査報告

	株主総会参考書類
	剰余金処分議案
	取締役選任議案
	監査役選任議案

	地図

